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富山県総合教育センター教育相談部 

 

 
 

子供たちへの事前の「投げかけ・語りかけ」を準備しましょう。 
 

ワーク１ 今回の定期相談の「目的」を整理しよう（箇条書き） 

「困っている子だけが話す場」という誤解をなくし、どの子供にとっても意味のある時

間だと感じてもらうために、伝えたいことを箇条書きにしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク２ 子供たちに語りかける言葉に変換しよう（話し言葉に） 

ワーク１で書き出した箇条書きのポイントを、実際に子供たちに話すつもりで、分かり

やすい言葉に変換してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラス・ワン ネーミングの工夫をしよう 

教師自身・児童生徒ともに趣旨が意識できるように、ネーミングの工夫も効果的。子供

たちと相談してネーミングするのもよいですね。 

 

 

 

（記入例）・困りごとがある人だけの時間じゃない。どんな話題でもOK。 

・趣味の話や雑談でも大歓迎。みんなが自分のペースで過ごせる時間にしたい。 

・秘密は守る。 

・話したくないことは無理に話さなくても大丈夫。  など 

 

＜対象：        年生＞ 

 

【ネーミングの工夫】（例） スマイルタイム、なんでもトーク、心の休み時間など 

声に出して最終チェック！ 

「子供も安心」事前説明シート 

定期相談の時期や学期によ

って、伝えたいことは違うか

もしれませんね。 

「定期相談」って言うか

ら相談したいことが必

要なんだと思ってたわ。 

他の先生とも紹介し合って

みましょう。 


